
、動物たちの活動も 

 

 

 

心の持ちよう  
 

 

校庭の木々もすっかり冬の装いとなり、朝の空気がぐっと冷え込む季節になりました。

子どもたちは二学期のまとめの時期の入り、学習や生活の面でも、目標に向かって一生

懸命取り組んでいます。寒さが本格的になってきていますが、子どもたちの元気な声が

学校に響き、教職員一同、毎日励まされています。 
 

笑顔いっぱいの修学旅行 
 

 先日、６年生が待ちに待った修学旅行に行ってきました。朝の集合場所には、少し眠

たそうな顔の中にも、楽しみを隠し切れない子どもたちの笑顔がたくさんありました。

「心でつながり、仲間を大切にして協力すれば、大きなことを成し遂げることができる！

未来のためにどんなことも前向きに笑って楽しんでいこう！！」を目標に、一日目は鳥

羽水族館、海ほおずき、二日目は志摩スペイン村を班活動で楽しみました。またホテル

でも賑やかに過ごしながら、思い出づくりをしていました。 

 どの場所でも班活動が中心でしたが、どの班も時間に遅れることなく、仲間と協力し

て活動できていました。そして何より、友だちのいいところを積極的に見つけ、自分た

ちで素敵な修学旅行にしようといった気持ちであふれていました。 

 今回の修学旅行を通して、子どもたちは「友だちと力を合わせる喜び」や「自分の役

割を果たす大切さ」を改めて学んだようです。修学旅行が終わると、いよいよ小学校生

活の締めくくりが近づいてきます。これからの毎日も、仲間とともに一歩ずつ成長して

いってほしいと思います。 

 

うすいえんどうの種まきをしました（食育） 
 

 ３年生が校庭の畑でうすいえんどう（碓井豌豆）の種まきを行いました。はじめに羽

曳野市給食課の栄養教諭より、うすいえんどうにまつわる話や種まきの仕方を教わりま

した。３年生らしく、まく深さや間隔にも気をつけながらていねいに作業する様子が見

られました。土をかぶせながら、「芽が出るのが楽しみや！」などと話す子どもたちもい

て、ほっこりする時間となりました。 

 今回の活動は、社会科で学習している「地域の農業」と

もつながっています。食べ物がどこで、誰の手によって育

てられ、どんな工夫があるのかを知ることが、食育の大切

な学びとなっていきます。 

 収穫は春の予定です。おいしいうすいえんどうが実り、

給食で豆ごはんを食べられるよう、これからも３年生みん

なで大切に育てていきます。 
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 １年生でも学級閉鎖が起こるなど、白鳥小学校においてもインフルエンザ等の感染症

が流行してきています。学校でも換気や手洗い指導を続けていますが、体調管理にはご

家庭のご協力が欠かせません。 

 発熱・咳・のどの痛み・嘔吐などの症状がある場合は、無理をせず自宅で様子を見て

いただき、医療機関の指示に従ってください。 

 子どもたちが元気に過ごせるよう、引き続きご理解ご協力のほどよろしくお願いいた

します。 

 


